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岬90仙   
でいた。この時期の私彩局は，広東音楽の歴史においても，卑劇と卑曲の歴史においても，と  
ても重要な役割を果たしており，その最盛期といってよいと思われる。  
1「灯篭局」と「標鼓構」   
「灯篭局」と「鏡鼓穂」は，おおよそ清朝の中ごろにはじまり，その多くは正式な組織を組  
んでおらず，名称も持っていなかったが，人員と活動の時間・方式は比較的に固定していたた  

































































－92－   
出品の商品生産が中心であった。このような背景の下で，広州を中心とする嶺南地域は，当時  
の中国社会で唯山一ともいえる西洋文化の拠点となり，元来の嶺南文化は，その影響を直接に受  
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小噴晒封で男性と女性の声をそれぞれ模倣し，「六国大封相」22などの芝居の場面や，「得勝令」  
などの曲または「阿蘭薯猪」などの滑稽な物語を演じる。1949年まで，鋸鼓糎を楽しむことは，  










2 民間楽社の繁栄   
灯篭局という形の音楽雅集が発達し，1920年前後，正式の名前を持つ民間楽杜が現れ，やがて  

















りに交流し，芸を磨き，広東音楽と卑曲の発展に大きな役割を果たした。   
上で述べた音楽社の中，規模と影響が最も大きかったのは，素社音楽社である。現在の広州  
に「素社新村」乱｝という地名を残したほど有名なものであった。素杜のリーダーを務めた易剣泉  
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的な基礎を与えたと思われる。   
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して，私形局はそのもっとも活躍する中堅的な存在を失ってしまった。   
同じ頃，卑劇と卑曲を本土の優秀文化の代表とし，広州と同源の文化を持つ香港では，集っ  
て卑曲を楽しむことは上流社会と定年退職した市民の中で再び流行し，楽師に対する需要が，  













































思われる。   
ただし，このような文人文化からの影響は，あくまでも間接である。直接私彩局の成り立つ  
基礎を奪ったのは，通俗文化（popularculture）に代わって主流になった流行文化（rnaSSCulture）で  














































1「卑」は，広東省の略称で，「卑劇」は広束省の代表的な芝居である。「卑曲」は本来，卑   
劇の歌う部分だったが，19世紀の中頃から，卑劇から独立して，広東の代表的な曲芸になっ   
た。  
2 地理的には南嶺という山脈の南にある広大な地域をいい，多くの場合は広東省と広西チワ   
ン族自治区を含めるが，文化的には，広東の卑語方言区を指す。  
3 広束音楽は，ある音楽の種類を指す専有名詞であり，広東におけるあらゆる種類の音楽を   
指すものではない。  
4 日が不自由で歌って生計を立てるひとであり，男性は「皆翁」といい，女性は「師娘」と   
いう。広束だけではなく，中国全土でも，目の不自由な人は歌って喜捨を乞う伝統がある。  
5 広州市の西部をいい，卑劇の発祥の地の一つとされる。1949年以前に，商売で裕福になった   
家庭が多く住んでいる。  
6 「西釆初地」も「多宝路」も，広州の地名である。  
7 劉聖宜，王燕軍『抵抗与吸収〟広州近代開放史話』，一九八九，広州文芸出版社  
8 広東曲芸の伝統的な節回しの二つである．。  
9 広東曲芸の特有の節回しである。ほとんどの曲は男性と遊女との愛情をストーリとし，そ   
の主人公はすべて男性であるが，それを歌う歌手のはとんどは女性であり，男の声で歌うの   
が決まりである。  
10 「生・旦・浄・丑」は，すべて伝統中国芝居の役柄である  
11陳卓豊「試探広東曲芸源流」，『広州市文史資料』17，】九七九，広州市文史資料研究委員   
会；張法剛「為有源頭括水菜一民間音楽社八十年回顧展望」，二000年羊城国際卑劇節論   
文；および曲芸界元老の蘇文柄の記憶による。  
12 鹿慶文「何氏家族広束音楽風格」，『音楽研究与創作』，一九八三  
13 何氏家族に関して，余其偉「広東音楽文化歴程」，『卑劇研究』2，一九八九；陸風「試論卑  
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曲唱腔的発展」，『卑曲春秋』，広束曲芸家協会・広束省群衆文化芸術館，一九九七；何滋浦  
『卑騒尋源録』，広束省番剛少湾文化砧，一九九八を参照。  
14 何柳堂『琴学新編第二集・序』，一九二三，新月香港環球石印局。  
15 『礼記・楽記篇』  
16 歴史上，「一口通商」という。  
17 卑劇は，本来主に祭りのときに，寺や弼堂の前に建てた舞台，あるいは，年中行事のときに，   
柑や町の広場で演じられるものであったが，20世紀の初頭から，完備した劇場ができるにつれ   
て，その演じる場所を劇場に移った。  
18 アクションを中心とする芝居である。その内容は主に歴史あるいは伝説に登場する有名な将   
軍や武人とそのもの語りであるが，主人公の多くは思烈であるがゆえに，習慣では，「忠烈劇」   
という。  
19 アクションの少なく，主に歌や静かな振りを見せる芝居である。その内容は主に男女間の恋   
愛に関する物語であるがゆえに，習慣では，「風情劇」という。  
20 伝統中国芝居のアクションを重んじる男性役。  
21中国の管饗器の一つであり，トランペットに似ている。  
22 伝統演目の一つであを）。戦国時代の張儀が六つの国の宰相に封じられた物語を演じる。祝儀   
性のある芝居であるため，祭りや行事では必ず上演される。  
23 陳卓豊「試探広東曲芸源流」，『広州文史資料』17，広州市文史資料研究委貝会，一九七九；   
劉志文『広東民俗大観』，広束旅遊出版社，一九九三を参照。  
24 胡朴安『中華全国風俗志・下篇・巻七』に，「卑省与外省通商最早，又最盛，地又股富，故   
其生活程度，冠於各省。」とある。  
25 胡朴安F中華全国風俗志・下篇・巻七』に，「卑八白奉頗豊，雄編眠之戸，食必有肉，米必   
上白，亦他省所竿見。」とある。  
26 巨】の見える女性歌手である。  
27 広東省の中南部にあり，五つの区域を含めている。  
28 楽社の社員は，ほかの楽社の活動に参加することをいう＝  
29 広州の珠江以南の部分をいう。  
30 日本の武者小路実篤の「新しき柑」運動は，周作人によって中国に紹介され，「新村主義」   
といい，多大な影響をなした。「素社新村」は，中国での「新村運動」の一つの例であり，饗   
社の活動もこの運動の一部として行われたものである。  
31陳雲裳「我的恩師－『鳥投林』作者易剣泉先生」，『音楽創作与研究』，一九九六。  
32 中国の伝統芝居あるいは曲芸では，歌の固定の調子を「曲牌」という。  
33 乙反腔も柵子慢板反線腔も，卑曲の節回しであり，柔らかくて繊細な感情を表すのが特徴   
である。  
34 卑劇と卑曲の伴奏における特有の概念であり，楽隊のリーダー役を担っている。卑劇研究の  
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伴奏の特色によって，頭架を担当する人は，楽隊を率いる以上，歌う人のリズムをコントロー   
ルし，あまり上手ではない歌手にとって助けのような存在であるがゆえに，必ず特に優れた人   
が務める。  
35 陸風「試論卑曲唱脛的発展」，『卑曲春秋』，広東曲芸家協会・広東省群衆文化芸術館，一九   
七九；余其偉「広東音楽文化歴程」，F卑劇研究』2，一九八九などを参照。  
36 現在の中山市である。  
37 陳涛「難忘高胡芸術創始人一記念卑楽大師呂文成誕辰壱百周年」，F嶺南文史』2，一九九   
八；余其偉「広東音楽文化歴程」，F卑劇研究』2，一九八九などを参照。  
38 板とは，卑劇と卑曲のリズムをいう。掌板師父は打楽器を叩き，演唱と伴奏のリズムを制御   
する。  
39 卑曲の歌い方の一つである。歌う人の性別にかかわらず，必ず女声で歌う。  
40 卑曲の古い子喉榊子慢板の節回しの一つであり，本来はかなり質素で硬かったものである。   
陸風「試論卑曲唱腔的発展」，『卑劇春秋』，広東曲芸家協会・広束省群衆文化館，一九七九を   
参照。  
41陸風「試論卑曲唱腔的発展」，『卑劇春秋』，広東曲芸家協会・広束省群衆文化館，一九七九を   
参照。  
42 楊万秀，鐘卓安主編『広州簡史』，一九九六，広東人民出版社。  
43 早期の卑劇舞台で使う言葉である。実は，西南官話と桂林官話とが入り混じってできたもの   
である。初期の卑劇は，他の地方戯曲を学んで改良してできたものであるため，語りも歌も官   
話であったが，辛亥革命前後，革命の主張を宣伝する「志士班」という劇団は，民衆にわかり   
やすくするために，「卑劇改良」を提唱し，卑語方言のことわざを舞台で用い，語り部分は卑   
語で語るようになり始め，さらに，民国二十年（1922）前後に，卑劇の語りも歌も卑語方言を   
用いるようになった。－『中国戯曲志・広束巻』編集委員会『中国戯曲志・広東巻j，一九九   
三，中国ISBN中心：74－75。  
魂 最初は歌手が演喝するときに立つ低くて小さい台であったが，後で卑曲の演唱業界を指す意   
味に転じた。  
45 喫茶店で歌って客の輿を涼えるもの，卑曲だけではなく，流行歌も歌う。  
46 関楚梅の口述によって，梁白川の整理した「回憶四十年代的音楽茶座」，『広州文史資料j霊，   
一九八一，広東省人民出版社；李少芳の口述によって，王建勲の整理したF李少芳卑曲従芸録』，   
一九九七，襖門出版杜を参照。  
47 卑曲の歌い方の一つであり，歌手の性別にかかわらず，必ず男声で歌う。  
亜『中国戯曲志・広東巻』編集委員会，『中国戯曲志・広東巻』，一九九三，中国ISBN中心。  
491949年に，共産党に接収管理された元の「時代電台」というラジオ局を基に編成されたラジ   
オチャンネルであり，主に芸術類番組を放送し，当時のもっとも人気があるチャンネルであ   
る。  
－107－   
50 李少芳の口述によって，王建勲の整理した『李少芳卑曲従芸録』，一九九七，襖門出版社；   
および広東省人民広播電台の元編集者である許椀文の回想による。  
51道や街という意味ではなく，日本の町内会に相当するもので，名目的には市民の地域的な自   
治体であるが，実際は政府に指定された町の住民の戸籍をはじめ，政治教育や計画出産，娯楽   
などの事務を担当する行政部門であり，正式には「街道弁事処」という。  
52 文化大革命中，政府に選択された八つの「革命戯曲」であり，全国範囲では，これらしか上   
演を許されなかった。  
53 毛沢東の話を曲にしたものであり，文化大革命中，これを歌い，共産党と毛沢束への忠誠心  
を表したという。  
541960年代に作った広州の八景を請える卑曲シリーズであり，優秀な作曲家と歌手が協力して   
出した優れた作品と認められるが，文化大革命中，「風花雪月」，「陳詞濫調」と非難され，禁   
止されていた。  
55 「選抜公演」である。  
56 張法剛「為有源頭痛水栄一民間音楽社八十年回顧展望」，二000年羊城国際卑劇節論文  
57 卑曲の平喉の代表的な流派である。歌手はすべて女性でありながら，男声で歌い，娩曲で悠   
揚であり，柔らかくて悲しい感情を表現するのが特徴である。その創始者は小明星というがゆ   
え，「星脛」と名づけられた。二代目は李少芳で，三代目は黄少梅である。  
58 卑曲の歌い方の一つである。声は高くて激しく，男性の英雄などを表現するときに用いる。   
歌手には男性も女性もいるが，歌声は基本的に相似ている。  
59 広東電視台絵絹室業務粗「珠江三角洲観衆愛着什磨節目」，『嶺南視聴研究』6，一九八八。  
60 本来は，広東人民広播電台の一つのチャンネルであったが，「経済台」半独立のラジオ局に   
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